
真庭市地域防災計画

（資料編）

新旧対照表



頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

5 2 表 【資料2-1-1】気候 【資料2-1-1】気候 記載事項の更新

5 4 表 　 記載事項の更新

6 1 図 【資料2-1-2】平均気温 【資料2-1-2】平均気温 岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

記載事項の更新

 

  
平均気温 

（℃） 

最高気温 

（℃） 

最低気温 

（℃） 

降水量 

（mm） 

平成 22年 11.8  33.6  -10.9  2,114.5  

平成 23年 11.3  32.5  -13.8  2,803.0  

（略） 

令和 5年 12.5 34.3 -11.3 2,143.0 

 

  
平均気温 

（℃） 

最高気温 

（℃） 

最低気温 

（℃） 

降水量 

（mm） 

平成 22年 13.9 37.1 -5.5 1,638.0 

平成 23年 13.5 35.4 -8.6 1,386.5 

（略） 

令和 5年 14.6 38.2 -9.0 1,517.5 
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平均気温 

（℃） 

最高気温 

（℃） 

最低気温 

（℃） 

降水量 

（mm） 

平成 23年 11.3  32.5  -13.8  2,803.0  

（略） 

令和 5年 12.5 34.3 -11.3 2,143.0 

令和 6年 13.0 34.2 -11.0 2,718.5 

 1 

  
平均気温 

（℃） 

最高気温 

（℃） 

最低気温 

（℃） 

降水量 

（mm） 

平成 23年 13.5 35.4 -8.6 1,386.5 

（略） 

令和 5年 14.6 38.2 -9.0 1,517.5 

令和 6年 15.2 38.5 -4.8 1,679.0 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

6 3 図 【資料2-1-3】降水量 【資料2-1-3】降水量 岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

記載事項の更新

7 2 表 【資料2-1-4】砂防指定地（法律指定箇所）

（令和３年３月３１日現在）

表差し替え

【資料2-1-4】砂防指定地（法律指定箇所）

（令和７年３月３１日現在）

表差し替え

記載事項の更新

10 4 - 【資料2-2】地すべり防止区域（法定指定箇所）

（令和３年３月３１日現在）

【資料2-2】地すべり防止区域（法定指定箇所）

（令和７年３月３１日現在）

記載事項の更新

11 2 - 【資料2-3】急傾斜地崩壊危険区域（法律指定箇所）

（令和３年３月３１日現在）

【資料2-3】急傾斜地崩壊危険区域（法律指定箇所）

（令和７年３月３１日現在）

記載事項の更新

12 2 - 【資料2-4】雪崩危険箇所

■なだれ危険箇所（県農林水産部所管）　令和３年３月３１日現在

【資料2-4】雪崩危険箇所

■なだれ危険箇所（県農林水産部所管）　令和７年３月３１日現在

記載事項の更新

12 4 - ■なだれ危険箇所（県土木部所管） 令和３年３月３１日現在 ■なだれ危険箇所（県土木部所管） 令和７年３月３１日現在 記載事項の更新

15 2 表 【資料2-5】山地災害危険地区

■山腹崩壊危険地区　（令和３年３月３１日現在）

表差し替え

【資料2-5】山地災害危険地区

■山腹崩壊危険地区　（令和７年３月３１日現在）

表差し替え

記載事項の更新

21 1 - ■地すべり危険地区　（令和３年３月３１日現在） ■地すべり危険地区　（令和７年３月３１日現在） 記載事項の更新

21 3 表 ■崩壊土砂流出危険地区　（令和３年３月３１日現在） ■崩壊土砂流出危険地区　（令和７年３月３１日現在） 記載事項の更新

30 1 表 【資料2-7】土砂災害警戒区域と警戒避難体制

（令和３年３月３１日現在）

表差し替え

【資料2-7】土砂災害警戒区域と警戒避難体制

（令和７年３月３１日現在）

表差し替え

記載事項の更新

80 3 表 【資料3-6】道路

市道の路線数及び延長

令和3年3月31日現在

【資料3-6】道路

市道の路線数及び延長

令和7年3月31日現在

記載事項の更新

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

3,000.0

降水量

上長田

久世

（mm）

 路線数 総延長 改良済延長 改良率 

合計 1,852路線 1,206,995.5m 666,138.1m 55.2％ 

 

 路線数 総延長 改良済延長 改良率 

合計 1,869路線 1,227,619.6m 684,611.7m 55.8％ 

 1 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

81 2 表 【資料3-7】危険物施設

■液化石油ガス（ＬＰガス充てん所等）　平成25年4月1日現在

【資料3-7】危険物施設

■液化石油ガス（ＬＰガス充てん所等）　令和7年4月1日現在

記載事項の更新

81 4 表 ■火薬保有事業所 ■火薬保有事業所　令和7年4月1日現在 記載事項の更新

82 3 - 【資料4-1】真庭市協定一覧

令和6年10月1日現在

【資料4-1】真庭市協定一覧

令和7年10月1日現在

記載事項の更新

85 1 表 （追加） 記載事項の更新

91 2 表 【資料5-2】消防本部の資機材

消防機械等の保有状況

表内数量の更新

【資料5-2】消防本部の資機材

消防機械等の保有状況

表内数量の更新

記載事項の更新

92 3 表 【資料5-3】消防団の組織

○真庭市消防団規則

差し替え

【資料5-3】消防団の組織

○真庭市消防団規則

差し替え

記載事項の更新

97 1 表 （令和4年1月1日現在）

表内数の更新

階級別消防団員数　（令和7年1月1日現在）

表内数の更新

記載事項の更新

98 2 - 【資料5-4】消防団の資機材

消防ポンプ自動車等現有数　（令和4年1月1日現在）

【資料5-4】消防団の資機材

消防ポンプ自動車等現有数　（令和7年4月1日現在）

記載事項の更新

名称 所在地 規模(t) 

東真産業㈱久世オートガススタンド 真庭市久世 2283-1 20 

㈲ガスタ松原 真庭市久世 2398-7 1 

田中実業(株)真庭営業所 真庭市勝山 779-1 20 

東真産業㈱勝山充填所 真庭市横部 328 30 

浅野産業㈱落合事業所 真庭市落合開田 381 31 

 

名称 所在地 規模(t) 

㈲ガスタ松原 真庭市久世 2398-7 1 

田中実業(株)真庭営業所 真庭市勝山 779-1 20 

東真産業㈱勝山充填所 真庭市横部 328 30 

浅野産業㈱真庭事業所 真庭市中原 202-14 45 

 1 

名称 設置場所 施設名 

㈲相澤商店 
真庭市草加部 2063 地上式１級火薬庫 

真庭市勝山 290-1 庫外貯蔵場所 

湯原国際クレー射撃場 
真庭市仲間 1816 実包火薬庫 

真庭市仲間 1816 庫外貯蔵場所 

㈱三壽工業所 真庭市上水田 3145 庫外貯蔵場所 

中山石灰工業㈱ 真庭市宮地 2586-1 地上式１級火薬庫 ２棟 

新田煙火店 

真庭市上中津井 3334 煙火火薬庫 

真庭市山田 1345 がん具煙火貯蔵庫 

真庭市山田 1401-1 庫外貯蔵場所 

 

名称 設置場所 施設名 

㈲相澤商店 
真庭市草加部 2063 地上式１級火薬庫 ２棟 

真庭市勝山 290-1 庫外貯蔵場所 

湯原国際クレー射撃場 
真庭市仲間 1816 実包火薬庫 

真庭市仲間 1816 庫外貯蔵場所 

中山石灰工業㈱ 真庭市宮地 2586-1 地上式１級火薬庫 ２棟 

新田煙火店 

真庭市上中津井 3334 煙火火薬庫 

真庭市山田 1345 がん具煙火貯蔵庫 

真庭市山田 1401-1 庫外貯蔵場所 

 1 

市町村 締結年月日 民間
締結団体数

（民間）

名　　　称 災害時における宿泊施設の提供に関する協定書

締結先事業所 湯原町旅館協同組合

応援内容 災害等発生時の配慮が必要な被災者に対する宿泊施設の提供

名　　　称 災害時等における宿泊施設の提供に関する協定書

締結先事業所 有限会社サンライズ

応援内容 災害等発生時の配慮が必要な被災者に対する宿泊施設の提供

名　　　称 災害時等における宿泊施設の提供に関する協定書

締結先事業所 トリップベースホテルマネジメント株式会社

応援内容 災害等発生時の配慮が必要な被災者に対する宿泊施設の提供

名　　　称 災害時における宿泊施設の提供に関する協定書

締結先事業所 ルートインジャパン株式会社

応援内容 災害等発生時の配慮が必要な被災者に対する宿泊施設の提供

名　　　称 災害時における被災住宅の応急修理に関する協定書

締結先事業所 岡山県瓦工事協同組合

応援内容 災害時の被災住宅の応急修繕

名　　　称
B&G財団及び中国ブロックB&G海洋センター等所在市町村間災害時相

互応援協定

締結先事業所 B&G財団及び中国ブロックB&G海洋センター等所在市町村(34市町)

応援内容
避難者収容及び応援受援等へ施設提供、応急対策、応急復旧、復興に必

要な車両及び資機材等の提供や職員の派遣

名　称　・　締  結  先  ・  応 援 内 容

令和7年2月12日 ○ 1

令和7年3月12日 ○ 1

令和7年2月10日 ○ 1

令和7年2月12日 ○ 1

令和7年2月12日 ○ 1

令和7年9月9日 ○ 1

真庭市

3



頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

99 2 図 【資料5-6】大規模特殊災害時における広域航空消防応援要請

■広域航空消防応援の要請ルート等

【資料5-6】大規模特殊災害時における広域航空消防応援要請

■広域航空消防応援の要請ルート等

表現の適正化

101 5 表 【資料5-8】水防資機材

岡山県が管理する水防資機材

表内水防資機材及び数量の更新

【資料5-8】水防資機材

岡山県が管理する水防資機材

表内水防資機材及び数量の更新

記載事項の更新

102 1 表 真庭市が管理する水防資機材 真庭市が管理する水防資機材 記載事項の更新

103 1 表 【資料5-9】重要水

表内　河川名

　　　 （空欄）

【資料5-9】重要水防箇所

表内　河川名

　　　　　旭川

岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

  側消防長 

  側消防長 
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  側消防長 

岡山県知事 

  側都道府県知事 

消防長長官 

真庭市長 

市町村長 

  決定通知 

     

  決定通知 
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 本庁・振興局管理合計 

鉄杭 60 

ツルハシ 15 

掛矢 11 

ハンマー                9 

バール       5 

スコップ 43 

一輪車       8 

土 う袋 16,350 

 

 本庁・振興局管理合計 

鉄杭  0 

ツルハシ  4 

掛矢  6 

ハンマー                3 

バール       4 

スコップ 59 

一輪車       4 

土 う袋 17,600 

 1 

4



頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

104 1 表 　 岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

106 1 表 　 岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

109 1 表 　 岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

110 1 表 　 岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

113 2 図 【資料6-1-1】災害対策本部の組織 【資料6-1-1】災害対策本部の組織 組織改正

本部員

危機管理監

総合政策部長

政策推進監

総務部長

生活環境部長

健康福祉部長

産業観光部長

林業政策統括監

建設部長

まちづくり推進監

議会事務局長

教育次長

会計管理者

本部員

危機管理監

総合政策部長

政策推進監

総務部長

生活環境部長

健康福祉部長

健康福祉部次長

産業観光部長

産業観光部次長

林業政策統括監

建設部長

議会事務局長

教育次長

会計管理者

湯原温泉病院

事務部長
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

116 4 - 【資料6-2】真庭市災害対策本部規則

真庭市災害対策本部規則

差し替え

【資料6-2】真庭市災害対策本部規則

真庭市災害対策本部規則

差し替え

記載事項の更新

124 2 表 【資料7-1】岡山地方気象台から真庭市に発表される気象注意報・警報

表差し替え

【資料7-1】岡山地方気象台から真庭市に発表される気象注意報・警報

表差し替え

岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

125 7 表 （資料7-2末尾から移動） 警報・注意報発表基準一覧表　令和7年5月29日現在

表差し替え

（注）（略）

＊2　気温は岡山地方気象台、津山特別地域気象観測所の値。

＊3　気温は岡山地方気象台の値。

岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

126 15 表 【資料7-2】気象特別警報の発表基準

（注）発表に当たっては、指数（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指

数）、積雪量、台風の中心気圧、最大風速などについて過去の災害事例に照らして

算出した実観的な指標を設け、これらの实況及び予想に基づいて判断をします。

【資料7-2】気象特別警報の発表基準

（注）発表に当たっては、指数（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指

数）、積雪量、台風の中心気圧、最大風速などについて過去の災害事例に照らして

算出した客観的な指標を設け、これらの实況及び予想に基づいて判断をします。

岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

126 18 表 別表１～別表4

表差し替え

（注）（略）

（資料7-1末尾に移動） 岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

127 2 表 【資料7-3】雨量観測所

■県関係雨量観測所

【資料7-3】雨量観測所

■県関係雨量観測所

岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

落合 真庭市法界寺 
旭川ダム 

落合観測所 
旭川 岡山県 

旭川ダム統合 

管理事務所職員 
テレメーター 

北房 真庭市山田 
旭川ダム 

北房観測所 

旭川 

(開田川) 
岡山県 

旭川ダム統合 

管理事務所職員 
テレメーター 

 

落合 真庭市法界寺 
旭川ダム 

落合観測所 
旭川 岡山県 

旭川ダム統合 

管理事務所職員 
テレメーター 

樫東 真庭市樫東 上野配水地場 
旭川 

(余ノ川） 
岡山県 県民局職員 

砂防関係 

テレメーター 

北房 真庭市山田 
旭川ダム 

北房観測所 

旭川 

(開田川) 
岡山県 

旭川ダム統合 

管理事務所職員 
テレメーター 

 1 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

128 2 表 【資料7-4】水位観測所

■県関係水位観測所

【資料7-4】水位観測所

■県関係水位観測所

岡山県土木部及び岡山地方気

象台からの指摘による表記の修正

128 4 表 ■県関係ダム貯水位観測所 ■県関係ダム貯水位観測所 岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

129 2 表 【資料7-5】無線機・放送通信設備

（令和4年1月1日現在）

真庭ひかりネットワークによる情報伝達可能世帯

【資料7-5】無線機・放送通信設備

（令和7年4月1日現在）

真庭ひかりネットワークによる情報伝達可能世帯

記載事項の更新

旭川 本郷 
真庭市 

本郷 
     県民局職員 テレメーター 

新庄川 江川 
真庭市 

江川 
2.00 2.50   166.54 県民局職員 テレメーター 

月田川 月田石原 
真庭市 

月田 
2.00 2.50   202.82 県民局職員 テレメーター 

目木川 目木 
真庭市 

目木 
2.00 2.50   153.17 県民局職員 テレメーター 

旭川 落合 
真庭市 

落合垂水 
     県民局職員 テレメーター 

旭川 落合 
真庭市 

法界寺 
3.50 4.40 4.40 4.70 114.92 

旭川ダム 

統管職員 

水位周知 

テレメーター 

備中川 垂水 
真庭市 

下方 
2.60 2.80 2.80 2.90 125.45 県民局職員 

水位周知 

テレメーター 

 

旭川 本郷 
真庭市 

勝山 
     県民局職員 テレメーター 

新庄川 江川 
真庭市 

江川 
2.00 2.50   166.54 県民局職員 テレメーター 

月田川 月田石原 
真庭市 

月田 
2.00 2.50   202.82 県民局職員 テレメーター 

目木川 目木 
真庭市 

目木 
2.00 2.50   153.17 県民局職員 テレメーター 

旭川 落合垂水 
真庭市 

落合垂水 
     県民局職員 テレメーター 

旭川 落合 
真庭市 

法界寺 
3.50 4.40 4.40 4.70 114.92 

旭川ダム 

統管職員 

水位周知 

テレメーター 

備中川 垂水 
真庭市 

下方 
0.50 0.60 0.80 1.10 125.45 県民局職員 

水位周知 

テレメーター 

 1 

 1 
地域  知放送 ＣＡＴＶ 

公

共

施

設

以

外 

北房 1,896 1,496 

落合 5,154 3,349 

久世 3,835 2,796 

勝山 2,745 2,124 

美甘 480 410 

湯原 1,133 722 

蒜山 2,146 1,223 

小計 17,389 12,120 

公共施設 445 166 

合計 17,834 12,286 

総世帯数  17,317 

 
地域  知放送 ＣＡＴＶ 

公

共

施

設

以

外 

北房 1,924 1,555 

落合 4,994 3,509 

久世 3,582 2,989 

勝山 2,926 2,300 

美甘 538 419 

湯原 1,219 742 

蒜山 2,068 1,245 

小計 17,251 12,759 

公共施設 409 178 

合計 17,660 12,937 

総世帯数（H25.9.1現在） 17,872 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

130 1 図 【資料7-6-1】湯原ダム放流時通報連絡系統図 【資料7-6-1】湯原ダム放流時通報連絡系統図 表現の適正化

131 1 図 【資料7-6-2】社口ダム放流時通報連絡系統図（予備及び洪水警戒時に放流する

場合）

【資料7-6-2】社口ダム放流時通報連絡系統図（予備及び洪水警戒時に放流する

場合）

表現の適正化

133 1 表 【資料8-2】指定緊急避難場所・指定避難所（施設）

表差し替え

【資料8-2】指定緊急避難場所・指定避難所（施設）

表差し替え

記載事項の更新

145 2 表 【資料8-6】運動公園の位置づけ 【資料8-6】運動公園の位置づけ 記載事項の更新

番

号

　　　　　　　　　　　 震災時の

　　　　　　　　　　　 利⽤⽤途

 公園名

都市

公園

1 宮芝公園 ★ ○ グラウンド

2 勝山運動公園 ★ ○ ○ 多⽬的グラウンド

3 真庭やまびこ公園 ★ ○ 産業学習館

4 やんちゃき広場 ★ ○

5 北町公園 ★ ○ 久世体育館

6 ○ ⽩梅総合体育館 ○ 多⽬的グラウンド

7 ○ ハイランド落合 ○ ハイランド落合駐車場

8 北房B＆G海洋センター ○ 体育館

9 北房運動公園 ○ サブグラウンド

10 ○ 体育館 ○ 野球場

11 ○ ⻘少年研修センター

12 美⽢グラウンド ○

13 湯原温泉スポーツ公園 ○ 湯原クライミングセンター ○

14 中和多⽬的グラウンド ○

15 真庭市平成の森 ○ グラウンド

避難所等
ヘリコプター

緊急離着陸候補地

蒜山⾼原スポーツ公園

落合総合公園 ★

番

号

　　　　　　　　　　　 震災時の

　　　　　　　　　　　 利⽤⽤途

 公園名

都市

公園

1 宮芝公園 ★ ○ グラウンド

2 勝山運動公園 ★ ○ 管理棟 ○ 多⽬的グラウンド

3 真庭やまびこ公園 ★ ○ 産業学習館

4 やんちゃき広場 ★ ○

5 北町公園 ★

6 ○ ⽩梅総合体育館 ○ 多⽬的グラウンド

7 ○ ハイランド落合 ○ ハイランド落合駐車場

8 北房B＆G海洋センター ○ 体育館

9 北房運動公園 ○ サブグラウンド

10 ○ 体育館 ○ 野球場

11 ○ ⻘少年研修センター

12 美⽢グラウンド ○

13 ○ 湯原クライミングセンター ○ 野球場

14 ○ 屋内ゲートボール場

15 中和多⽬的グラウンド ○

16 真庭市平成の森 ○ グラウンド

避難所
ヘリコプター

緊急離着陸候補地

落合総合公園 ★

蒜山⾼原スポーツ公園

湯原温泉スポーツ公園

8



頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

149 16 表 【資料8-7】避難指示等

４　避難指示等の判断基準

　(1)河川洪水

【資料8-7】避難指示等

４　避難指示等の判断基準

　(1)河川洪水

岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

151 6 表 (2)土砂災害 (2)土砂災害 岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

151 8 表 【参考】土砂災害に関する情報 【参考】土砂災害に関する情報 岡山地方気象台からの指摘によ

る表記の修正

158 4 表 【資料9-5】地域災害医療センター（災害拠点病院）

（２）　地域災害拠点病院

【資料9-5】地域災害医療センター（災害拠点病院）

（２）　地域災害拠点病院

表現の適正化

土砂災害警戒情  

大雨警 （土砂災害） 発表後、命に危険 及ぼ 土砂災害が 

つ発生 てもおか く  状況と っ ときに、市町村長 避難 

  発令判断や住民 自主避難 判断 支   よう、対象と  

市町村 特定 て警戒 呼びかけ 情 で、都道府県と気象庁が共

同で発表 て ま 。危険 場所から 避難が必  警戒レベル４

に相当 ま 。土砂災害警戒情 が発表され 市町村内で危険度が

高まって  詳細 領域は土砂キキクル（大雨警 （土砂災害） 

危険度分布）で確認できま 。 

 

土砂災害警戒情  

大雨警 （土砂災害） 発表後、命に危険 及ぼ 土砂災害が 

つ発生 てもおか く  状況と っ ときに、市町村長 避難 

  発令判断や住民 自主避難 判断 支   よう、対象と  

市町村 特定 て警戒が呼びかけられ 情 で、都道府県と気象庁

が共同で発表 て ま 。危険 場所から 避難が必  警戒レベ

ル４に相当 ま 。土砂災害警戒情 が発表され 市町村内で危険

度が高まって  詳細 領域は土砂キキクル（大雨警 （土砂災害）

 危険度分布）で確認できま 。 

 1 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

193 1 表 【資料17-1】国立研究開発法人日本原子力研究開発機構人形峠環境技術セン

ター周辺環境保全等に関する協定書

（資料17-2末尾から移動）

【資料17-1】国立研究開発法人日本原子力研究開発機構人形峠環境技術セン

ター周辺環境保全等に関する協定書

別表１

別表２　センター周辺の監視測定に係る測定項⽬等

岡山県環境文化部からの指摘に

よる表記の修正

項   目 件 数 測定対象 測定方法 測定頻度 

大気中 ダスト 12件／回 
全α線 

ウラン 

放射 測定 

放射 測定 
２回／年 

土  壌 

河 底 土 

水 田 土 

表   土 

３件／回 

３件／回 

６件／回 

全β線 

ウラン 

ラジウム 

ふっ素 

放射 測定 

放射 測定 

放射 測定 

化学分析 

２回／年 

陸  水 

飲 料 水 

 

河 川 水 

４件／回 

 

22件／回 

全α線 

又は全β線 

ウラン 

ラジウム 

ふっ素 

放射 測定 

放射 測定 

放射 分析 

化学分析 

２回／年 

空間線量 
３月間  

積算線量 
８件／回 γ線 積算線量計 ４回／年 

樹  葉 松又は杉 ６件／回 

全β線 

ウラン 

ふっ素 

放射 測定 

放射 測定 

化学分析 

２回／年 

 1 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

195 1 表 【資料17-2】特定事象の通報基準

（注）放射線測定設備で１μＳｖ／ｈのγ線線量率を検出した場合，可搬型測

定器で中性子線の測定を行う。

【資料17-2】施設敷地緊急事態の通報基準

（注）放射線測定設備で１μＳｖ/ｈ以上のγ線量率を検出した場合、可搬型測

定器で中性子線の測定を行う。

※ 放射線測定設備は原災法施行令第４条第３項（原子力事業者が設置するも

の）に基づくものとする。

岡山県環境文化部からの指摘に

よる表記の修正
事 象 通   基 準 備 考 

① 放射線測定設備で

  検出 

(1) ２地点以上で５μＳｖ／ｈ（γ線） 

(2) １地点で５μＳｖ／ｈ（γ線）が １

０分間継続 

(3) ５μＳｖ／ｈ以下であっても，１地

点で１μＳｖ／ｈ以上（γ線）が１０

分間以上継続，ま は２地点以上で１

μＳｖ／ｈ（γ線） 場合には，中性

子線 合算で５μＳｖ／ｈ 

落雷 影響  

除く 

② 排気中放射 濃度 周辺監視区域環境付近で 50μＳｖ相当 

濃度に対   モニタ  上昇 

 

 

③ 管理区域外で 検 

出（火災、爆発等） 

(1) ５０μＳｖ／ｈが１０分間継続 

(2) 公衆 被ばく限度相当濃度 ５０ 

倍 放射性物質 

(3) 測定が困難で(1)又は(2)   性 

があ と判断  場合 

 

(2) につ ては

５μＳｖ／ｈ相

当 

④ 運 搬 (1) 容器から１ｍ離れ 地点で１００  

（事業所外） μＳｖ／ｈ 

(2) 放射性物質 漏え 又は相当   

状況 

 
 

⑤ 臨 界 (1) 臨界状態 発生 

(2) 臨界 おそれがあ 場合 

 

 

事  象 通   基 準 備  考 

放射線測定設備で 

検出 

①５μＳｖ/ｈ（測定時間２分以内） 

②５μＳｖ/ｈ以下であっても、１μＳｖ/ｈ

以上（γ線） 場合には、中性子線と 合計

で５μＳｖ/ｈ 

落雷 影響 除く。 

排気中放射 濃度 周辺監視区域環境付近で 50μＳｖ相当 濃度

に対   モニタ  上昇 

 

管理区域外で 検出 

（火災、爆発等） 

①50μＳｖ/ｈが 10分間継続 

②空気中濃度限度 50倍 放射性物質 

③測定が困難で、①又は② 放射線量、放射性

物質が検出され 蓋然性が高 場合 

②につ ては５μ

Ｓｖ/ｈ相当 

運 搬（事業所外） ①容器から１ｍ離れ 地点で 100μＳｖ/ｈ 

②測定が困難で、① 放射線量が検出され 

蓋然性が高 場合 

③放射性物質 漏え 又は漏え  蓋然性が

高 場合 

 

臨 界 臨界状態 発生ま はそ 蓋然性が高 場合  

 1 
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頁 行 図表 修正前 修正後 修正理由

196 1 表 別表１

別表２　センター周辺の監視測定に係る測定項⽬等

（資料17-1末尾に移動） 岡山県環境文化部からの指摘に

よる表記の修正

203 1 表 【様式18-1】災害関係

（注）記入要領

【様式18-1】災害関係

（注）記入要領

岡山県土木部からの指摘による

表記の修正

227 1 表 【様式18-9】水防実施状況報告書

様式差し替え

【様式18-9】水防実施状況報告書

様式差し替え

記載事項の更新

項   目 件 数 測定対象 測定方法 測定頻度 

大気中 ダスト 
12件／回 全α線 

ウラン 

放射 測定 

化学分析 

２回／年 

土  壌 

河 底 土 

水 田 土 

表   土 

３件／回 

３件／回 

６件／回 

全β線 

ウラン 

ラジウム 

ふっ素 

放射 測定 

化学分析 

放射 測定 

化学分析 

 

２回／年 

陸  水 

飲 料 水 

 

河 川 水 

４件／回 

 

22件／回 

全α線 

又は全β線 

ウラン 

ラジウム 

ふっ素 

放射 測定 

 

化学分析 

放射 分析 

化学分析 

 

 

２回／年 

 

 

空間線量 
３月間  

積算線量 
８件／回 γ線 熱蛍光線量計 ２回／年 

樹  葉 松又は杉 ６件／回 

全β線 

ウラン 

ふっ素 

放射 測定 

化学分析 

化学分析 

 

２回／年 
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